
本書の主な構成

⚫ こんな時にデータ・分析が使えます！：担当者が知りたいことから、必要な調査・分析手法

を逆引き検索！

⚫ 調査方法×分析指標のインデックス：様々な調査方法と分析可能な指標の関係を一覧整理！

⚫ 利用実態の調査方法：乗降調査、OD調査、ICカードなど多様な調査方法を解説！

⚫ 利用実態を評価するための様々な指標と分析手法：分析、評価のための切り口を紹介！

⚫ 実態調査結果の効果的な見せ方：先進事例をもとに、地図やグラフを用いた見せ方を紹介！

⚫ 中部運輸局では、乗合バス事業及び⾃治体等のコミュニティバス事業において、更なる利用者

増と輸送の効率化を含む⽣産性向上を図るために必要な「利用実態の把握及びデータ活用の方

法」を、「バスデータ活用大百科」として冊子に取りまとめました。

⚫ 本書では、路線バスの利用実態把握及び結果の分析に係る標準的な手順を指し⽰すことで、⽬

的に応じて適切な調査方法を選択してもらうことと、調査結果を正しく分析し活用できるよう、

その方法論を⽰しています。

⚫ 交通事業者やコミュニティバス運⾏⾃治体が⽇々運⾏している中でデータをどのように把握し

有効活用していくか、また今後改善をしていく中で必要なデータが何なのか、本冊子を参考に

しながら、バスの運⾏計画、ダイヤ作成、輸送実績等の分析に役立てて下さい。

交通支援室問合せ先

TEL：０５２（９５２）８０５０
（ダウンロード先） https://wwwtb.mlit.go.jp/chubu/tsukuro/library/index.html

ダウンロードは

こちら！


